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地方交付税は昨年度並みに確保	
羽合小学校　教室が足りない？	
第３子以降保育料無料化へ	
一般質問　温泉熱発電のリスクは	
松崎という環境でチャレンジ	
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３月定例会

「せんせい、おはよう！」

（とうごうこども園入園式）
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昨年度並みに確保

�

■自主財源　　町に皆さんが納めるお金
■依存財源　　国や県からもらえるお金
�
■繰 入 金　　貯金を取り崩して、支払いにあてるお金
■国庫支出金　使いみちが決められた国からのお金

用語説明

▶町税予算額の前年度比較

町　　　税

税　　　目 27　年　度 前年比（△は減額をあらわす）

固定資産税 6億1641万円 △2002万円

個人町民税 5億4283万円 28万円

法人町民税 3875万円 △557万円

そ の 他 1億6918万円 △601万円

合　　　計 13億6717万円 △3131万円

　３月定例会は、９日から
20日までの12日間の会期で
開かれました。
　町長提出議案は、平成27
年度一般会計及び特別会計
予算をはじめ平成26年度補
正予算など48議案、議員提
出議案(意見書)１件が出さ
れ、採決の結果、平成27年
度予算など８議案が賛成多
数で、他の41議案は全会一
致で可決しました。
　一般質問では、５人が町
政全般にわたり質問をしま
した。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
歳
入
予
算
90
億
円

と
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
地
方
交
付

税
の
一
本
算
定
に
よ
る
減
額
は
見
送
ら
れ
た
。

　

自
主
財
源
は
24
・
22
％
に
と
ど
ま
り
、
総

額
の
４
分
の
３
以
上
は
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
た
よ
っ
て
い
る
。

歳
入

地方消費税交付金
2億5794万円

3％

地方交付税
44億1000万円

49％

国庫支出金
8億3439万円

9%

県支出金
5億8721万円

7％

町債
6億6930万円

7％

その他１
9944万円
1%

その他２
7億1323万円

8％

町税
13億6718万円

15％

繰入金
1億1131万円

1%

依存財源
68億5828万円

76％

自主財源
21億9172万円

24％

一般会計
歳入90億円
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地方交付税は平成27年度
一般会計予算

�

■物件費
賃金、旅費、委託料、交際費など
の消費的経費
■扶助費
福祉手当、児童手当などの経費
■補助費等
様々な団体への補助金、負担金、
報償費、寄付金など
■繰出金
一般会計と特別会計間等において
支出される経費
■公債費
町の借金返済に使うお金

用語説明

▶主な特別会計予算

会　計　名 27　年　度 前　年　比
(△は減額を表す)

国民健康保険事業 22億5271万円 3億1796万円

後期高齢者医療 1億6998万円 △91万円

介護保険 17億8418万円 2022万円

温泉事業 1303万円 △90万円

下水道事業 11億1677万円 △2718万円

農業集落排水処理事業 1億8353万円 101万円

簡易水道事業 4481万円 867万円

財産区(長瀬、橋津、宇野、舎人、東郷、花見) 444万円 △111万円

国民宿舎事業
事業収入 3億3283万円 △2137万円

事業支出 3億2864万円 △1581万円

水道事業
事業収入 1億8861万円 △417万円

事業支出 1億7972万円 △719万円

　

平
成
27
年
度
歳
出
は
、「
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
」
の
完
成
な
ど

に
よ
り
、昨
年
度
よ
り
６
億
７
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援
を
強
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

２
千
万
円
上
乗
せ
し
て
繰
り
出
し
、
国
保
税
額
を
据
え
置
い
た
。

歳
出

一般会計
歳出90億円

人件費
14億3375万円

16％

物件費
11億6562万円

13％

維持補修費
6593万円
1％

扶助費
13億7105万円

15％
補助費等

10億3681万円
12％

公債費
15億9971万円

18％

貸付金
2億2219万円

2％

繰出金
12億694万円
13％

普通建設事業費
7億8655万円

9％

予備費
3049万円

積立金
1億3095万円

1％
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おもな事業

公用車(エコカー)の購入
（写真は、更新予定の車）

274万円

ウオーキングリゾート
推進事業
168万円

平成27年度町長施政方針(概略)
　平成27年度予算は、２月臨時会で議決
した地域住民生活等緊急支援交付金事業
(消費喚起型・地方創生先行型)の補正予算
と当初予算を含んだ14か月分予算である
と考えている。
　長期ビジョン、まち・ひと・しごと総合戦
略の策定事業にあたっては、住民の皆さんは
もとより、各界の皆さんのご意見を伺いなが
ら、湯梨浜の未来に貢献しうるしっかりとし
た戦略を立て、強力に推進していきたい。
　そのためには、町民の皆さんの思い、提
案や参画が不可欠。より多くの町民の皆さ
んが推進母体となっていただきますようお
願いしたい。
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平成27年度の

グラウンドゴルフふる里公園施設整備事業
（ワールドマスターズゲームの
開催に向け、施設整備を行う）

1079万円

消防車庫建設事業
（東郷地区の２つの分団を合併し、
東郷支所敷地内に新車庫を建設）

3141万円

道路新設改良事業
（写真は、泊の石脇浜田線）

１億7320万円

まつざきこども園での
３歳未満児受け入れ開始

2818万円

本町も第３子以降
保育料無料化実施へ
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住
民
に

�

丁
寧
な
説
明
を

Ｑ
．
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
の
説
明
は
ど
の

段
階
で
町
民
に
す
る
の
か
。

Ａ
．
素
案
が
で
き
た
段
階
で

説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
参

加
者
が
少
な
く
反
省
し
て
い

る
。　

　

こ
れ
か
ら
も
啓
発
、
広
報

掲
載
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
要
介
護
者
を
減
ら
し
、

保
険
料
を
下
げ
る
意
気
込
み

は
。

Ａ
．
よ
く
点
検
し
、
早
急
に

進
め
て
い
き
た
い
。

教
室
が
足
り
な
い

Ｑ
．
羽
合
小
学
校
の
教
室
数

が
足
り
な
い
と
い
う
話
で

あ
っ
た
が
。

Ａ
．
図
工
室
を
区
切
っ
た
り
、

特
別
支
援
教
室
を
共
同
で
使

う
予
定
。
教
室
の
増
設
に
つ

い
て
は
協
議
を
続
け
た
い
。

Ｑ
．
新
し
く
増
設
す
る
と

思
っ
て
い
た
が
。

Ａ
．
２
教
室
の
増
設
は
町
の

単
独
経
費
で
５
千
７
０
０
万

円
に
な
る
。
数
年
間
だ
け
使

う
の
か
、
そ
の
後
の
こ
と
も

考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
。

新
た
に

�

５
地
区
が
実
施

Ｑ
．
支
え
愛
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
を
行
う
支
え
愛
活
動
支

援
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
．
平
成
26
年
度
ま
で
に
24

地
区
が
実
施
し
た
。
平
成
27

年
度
は
新
た
に
５
地
区
が
実

施
す
る
。

Ｑ
．
行
政
の
関
わ
り
合
い
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
区
長
と
話
を
し
な
が
ら

進
め
、
自
主
防
災
組
織
と
も

連
動
し
た
い
。

１
社
は
撤
退
か

Ｑ
．
陸
上
養
殖
事
業
の
見
通

し
と
現
状
は
。

Ａ
．
１
社
に
つ
い
て
は
水
質

は
い
い
が
、
ポ
ン
プ
詰
ま
り

で
水
量
が
不
安
定
。「
賀
露

か
に
っ
こ
館
」
も
安
定
す
る

ま
で
に
１
年
か
か
っ
た
。
県

と
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て

い
る
。
も
う
１
社
は
、
撤
退

の
見
込
み
が
強
い
と
思
う
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
目
標
は

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
担
っ

て
ほ
し
い
の
か
。

Ａ
．
町
内
の
空
き
家
対
策
と

泊
地
域
の
産
業
振
興
に
関

わ
っ
て
ほ
し
い
。

今
後
の

�

財
政
状
況
は

Ｑ
．
地
方
交
付
税
を
心
配
し

て
い
た
が
、
前
年
度
並
み
に

な
っ
て
い
る
。
財
政
推
計
を

示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
一
本
算
定
で
大
幅
な
減

額
を
予
想
し
て
い
た
が
、
最

終
的
に
30
％
減
額
と
な
っ
た
。

　

財
政
推
計
は
６
月
議
会
で

示
し
た
い
。

自
死
遺
族
会
の

�

立
ち
上
げ
を

Ｑ
．
自
死
対
策
に
つ
い
て
。

遺
族
へ
の
ケ
ア
と
し
て
、
遺
族

会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
．
近
年
、
若
い
世
代
の
男

性
の
自
死
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。

　

遺
族
の
会
が
県
中
部
に
は

な
い
。実
施
を
働
き
か
け
た
い
。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

３
月
13
日
・
16
日
の
２
日
間
、

一
般
会
計
を
は
じ
め
18
会
計

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

審
議
内
容
の
一
部
は
、
次

の
と
お
り
。

区切られた特別支援教室（羽合小学校）

井戸海水の問題を抱える陸上養殖事業

質疑あれこれ
平成27年度予算特別委員会
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ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の

�

反
省
を

Ｑ
．
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
関

わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

役
場
内
部
で
反
省
会
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
が
大
切
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
に
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
。

困
窮
相
談
の

�

窓
口
は

Ｑ
．
生
活
困
窮
者
相
談
支
援

事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
貧
困
相
談
の
窓
口
は
町

が
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
町
が
直
接
行
う
場
合
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
は
別
に

有
資
格
者
の
配
置
が
必
須
と

な
り
、人
員
体
制
が
難
し
い
。

相
談
は
役
場
で
も
社
協
で
も

受
け
て
お
り
、
日
頃
か
ら
連

携
を
と
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
生
活
保
護
に
至
る
前
で

の
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
本
町
で
の
、
ひ
と
り

親
家
庭
で
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
の
現

状
は
ど
う
か
。

Ａ
．
役
場
も
社
会
福
祉
協
議

会
も
、
生
活
保
護
や
周
辺
の

制
度
を
含
め
て
説
明
を
し
て

い
る
。

　

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
等
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
相
談
に
来

ら
れ
る
ひ
と
り
親
の
方
に
は

そ
う
い
う
方
も
お
ら
れ
る
。

公
共
料
金
は

�

引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

Ｑ
．
農
業
集
落
排
水
使
用

料
、
簡
易
水
道
料
金
な
ど
、

人
口
減
少
を
料
金
に
反
映
す

る
早
目
の
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ
．
将
来
的
に
は
、
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
。

　

上
げ
る
と
す
れ
ば
、
町
内

で
料
金
に
格
差
を
設
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

今
あ
る
施
設
で

�

対
応

Ｑ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
。
羽
合
第
２
は
40
名

以
上
だ
が
手
狭
な
状
態
で
は

な
い
か
。

Ａ
．
手
狭
で
あ
れ
ば
教
室
を

分
割
し
た
い
。

Ｑ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

放
課
後
こ
ど
も
教
室
の
統
合

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
生
涯
学
習
・
人
権
推
進

課
と
子
育
て
支
援
課
と
で
検

討
を
重
ね
て
い
る
。
現
状
は

難
し
い
よ
う
だ
。
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
一
体
化
し
て
い
き

た
い
が
、
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

職
員
は

�

本
業
に
専
念
を

Ｑ
．
職
員
が
行
っ
て
い
る
道

路
や
施
設
の
草
刈
り
を
民
間

に
委
託
し
て
は
ど
う
か
。
職

員
は
町
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

(

様
々
な
領
域
の
研
究
機
関)

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

き
。

Ａ
．
人
件
費
か
ら
考
え
る
と

委
託
し
た
方
が
安
い
。
実
態

を
把
握
し
、
職
員
の
軽
減
を

考
え
た
い
が
、
庁
舎
周
り
の

草
刈
り
は
職
員
で
継
続
し
た

い
。

　

創
造
的
な
仕
事
を
す
る
た

め
の
職
員
の
資
質
づ
く
り
も

進
め
た
い
。

健
康
づ
く
り
に

�

期
待

Ｑ
．
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
業
に
つ
い
て
。各
種
健
診
・

検
診
や
町
が
行
う
健
康
づ
く

り
事
業
の
参
加
者
に
ポ
イ
ン

ト
を
進
呈
し
、
特
典
を
交
付

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま

ず
は
早
期
発
見
・
治
療
が
大

事
。
検
診
に
重
点
を
お
い
て

は
ど
う
か
。

Ａ
．
健
康
教
室
、
生
活
習
慣

病
予
防
教
室
、
禁
煙
教
室
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教

室
で
も
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
す

る
。
傾
斜
配
分
は
考
え
て
い

な
い
。

Ｑ
．
ポ
イ
ン
ト
は
年
度
を
超

え
て
集
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
．
単
年
度
に
な
る
。
事
業

拡
大
す
る
な
ら
、
来
年
も
検

討
し
た
い
。

しじみ汁でおもてなしをするボランティア（トライアスロン大会）

健康な生活を目指して勉強（腎臓病予防教室）
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条
例
改
正

全
保
育
所
・
幼
稚
園
の

�

名
称
を
こ
ど
も
園
へ

☆�

湯
梨
浜
町
立
認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

平
成
27
年
度
か
ら
町
内
す

べ
て
の
町
立
保
育
所
・
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
が
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
。

　

園
名
も
ひ
ら
が
な
に
な

り
、「
た
じ
り
こ
ど
も
園
」、

「
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
」
な

ど
に
な
る
。

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
…
保

護
者
が
働
い
て
い
る
、
い
な

い
に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
幼
児
教

育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う

施
設
。
ま
た
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
も
行
う
。

認
定
こ
ど
も
園

職
員
の
職
名
変
更

☆�

湯
梨
浜
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
伴

い
、
職
員
の
職
名
変
更
を
す

る
も
の
。

こ
ど
も
園
の

�

利
用
額
を
定
め
る

☆�

湯
梨
浜
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
等
に
関
す
る
条

例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

施
行
に
伴
い
、
利
用
者
負
担

額
及
び
徴
収
な
ど
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

�

基
準
を
定
め
る

☆�

湯
梨
浜
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
係
る
人
員
等
に
関

す
る
条
例

☆�

湯
梨
浜
町
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例

　

介
護
保
険
法
改
正
に
伴

い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
及
び
基
準
等
を

町
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

区
分
の
細
分
化
と

�

保
険
料
の
大
幅
増
額

☆�

湯
梨
浜
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
の
、
第
６
期
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
保
険
料
区
分
を

細
分
化
し
、
介
護
給
付
サ
ー

ビ
ス
給
付
の
見
込
み
量
等
に

よ
り
年
額
保
険
料
の
改
定
を

行
う
な
ど
と
す
る
も
の
。

議
員
、教
育
委
員
、監
査
委
員
、

農
業
委
員
、
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
報
酬
を
改
正

☆�

湯
梨
浜
町
議
会
の
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

☆�

湯
梨
浜
町
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

☆�

湯
梨
浜
町
特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

☆�

湯
梨
浜
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
「
中
部
地
区
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
」
の
答
申
に
基
づ

き
、
議
員
、
教
育
委
員
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
の
報
酬
額

を
増
額
改
正
す
る
も
の
。

入園式で元気いっぱい（たじりこども園）

地域で取り組む介護予防教室
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そ
の
他

☆
町
道
の
路
線
認
定

　

は
わ
い
長
瀬
地
内
の
上
村

後
４
号
線
と
久
留
地
内
の
久

留
屋
敷
線
を
認
定
。

☆�

定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
の
一
部
変
更

　

倉
吉
市
と
の
間
で
締
結
し

て
い
る
、
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
書
で
、
思
春
期
保
健
対

策
の
推
進
と
し
て
、
圏
域
に

お
け
る
人
口
妊
娠
中
絶
等
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

組
み
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
若
年
性
認
知
症
の

方
が
通
所
で
き
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

運
営
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

☆�

湯
梨
浜
町
過
疎
と
み
な

さ
れ
る
区
域
に
係
る
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ふ
る

里
公
園
の
施
設
整
備
、
町
道

石
脇
浜
田
線
の
拡
幅
改
良
、

北
溟
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
購
入
を
追
加
。

☆
権
利
の
放
棄

　

さ
く
ら
工
芸
品
工
房
施
設

の
未
収
金
に
つ
い
て
、
債
務

者
が
死
亡
し
、
相
続
人
全
員

が
相
続
を
放
棄
。

　

債
権
を
回
収
で
き
る
見
込

み
が
な
い
た
め
、
権
利
を
放

棄
す
る
。

☆
財
産
の
無
償
譲
渡　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

共
同
集
荷
場
（
田
畑
）
を
田

畑
２
区
に
無
償
譲
渡
す
る
。

議案の内容
（○：賛成　×：反対）

増　

井

寺　

地

河　

田

浜　

中

入　

江

松　

岡

酒　

井

上　

野

浦　

木

会　

見

米　

田

光　

井

湯梨浜町議会の議員の議員報酬及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

湯梨浜町特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯梨浜町教育委員会教育長の給与、勤務時間
等に関する条例の一部を改正する条例につい
て

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯梨浜町介護保険条例の一部を改正する条例
について

× ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

平成27年度湯梨浜町一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度湯梨浜町後期高齢者医療特別会
計予算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度湯梨浜町介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

「治安維持法犠牲者国家賠償法」の制定を求
める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※上記以外の41議案(全49議案。陳情書は除く)は全会一致で可決及び承認しました。

本会議での採決結果
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

３
月
18
日
ほ
か
３
回

松
崎
駅
が
無
人
化
へ

◇
Ｊ
Ｒ
松
崎
駅�

�

管
理
契
約
解
除

　

平
成
26
年
度
末
で
、
松
崎

駅
で
の
乗
車
券
委
託
発
売
は

終
了
。
現
在
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

駅
舎
の
清
掃
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
Ｊ
Ｒ
に
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
と
説
明
を
受

け
た
。

Ｑ
．
ト
イ
レ
を
含
め
て
Ｊ
Ｒ

が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
費
用
負
担
は
。

Ａ
．
費
用
は
Ｊ
Ｒ
が
負
担
。

Ｑ
．
防
犯
に
つ
い
て
は
、
地

域
や
所
管
以
外
の
課
と
も
連

携
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
無
人
駅
に
し
た
場
合
、

防
犯
協
議
会
な
ど
、
警
察
に

対
応
を
お
願
い
す
る
必
要
も

あ
る
と
思
う
。

計
画
に
大
き
な
障
害

◇
陸
上
養
殖
事
業

　

泊
の
陸
上
養
殖
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
１
社
の
井
戸
に

つ
い
て
水
質
基
準
は
ク
リ
ア

し
た
が
、
水
量
が
不
安
定
で

あ
り
、
水
温
も
低
く
ヒ
ラ
メ

養
殖
に
対
応
し
が
た
い
と
報

告
を
受
け
た
。

Ｑ
．
企
業
が
計
画
し
て
い
た

当
初
の
出
荷
計
画
、
販
売
計

画
が
根
底
か
ら
計
画
通
り
に

行
か
な
い
状
況
に
あ
る
が
。

Ａ
．
運
転
資
金
が
底
を
つ
い

て
き
た
と
い
う
話
も
聞
い
て

い
る
。

　

県
の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

で
冬
の
一
番
寒
い
と
き
や
、

夏
の
暑
い
と
き
に
ヒ
ラ
メ
を

一
時
的
に
預
か
っ
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
支

援
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い

く
。

町
は
平
成
29
年
度
に

�

工
事
実
施

◇
町
道
筒
地
原
線
の
工
事
予
定

　

県
は
５
月
に
災
害
復
旧
事

業
の
査
定
を
受
け
る
。
査
定

後
に
地
す
べ
り
対
策
工
事
、

県
道
工
事
を
実
施
し
、
３
年

で
完
了
す
る
。

　

町
に
お
い
て
は
、
地
下
水

位
の
様
子
を
見
た
い
の
で
、

最
終
年
度
の
平
成
29
年
度
に

工
事
を
行
う
と
報
告
を
受
け

た
。

Ｑ
．
県
道
の
工
事
は
平
成
28

年
度
か
ら
開
始
と
い
う
こ
と

だ
が
、そ
れ
ま
で
大
丈
夫
か
。

Ａ
．
地
す
べ
り
箇
所
が
急
に

崩
落
す
る
こ
と
は
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
県
も
そ
の
考

え
方
で
や
っ
て
い
る
と
思
う
。

消
防
設
備
の

�

更
新
は
一
段
落

◇
消
防
施
設
整
備
事
業
補
助
金

Ｑ
．
各
区
か
ら
の
補
助
申
請

の
状
況
、
内
容
は
ど
う
か
。

Ａ
．
地
区
で
消
防
ホ
ー
ス
を

換
え
た
り
、
防
火
水
槽
を
補

修
し
た
り
す
る
と
き
の
補
助
。 

　

ホ
ー
ス
の
更
新
は
こ
こ
数

年
で
落
ち
着
い
た
か
も
し
れ

な
い
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
は
飲
料
用
と

防
火
用
で
使
え
る
水
槽
の
整

備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
飲
料
水
は
町
で
備
蓄
し

て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
に
も
、
最

低
１
日
か
ら
２
日
分
は
用
意

し
て
ほ
し
い
と
啓
発
し
て
い

る
。

在
宅
介
護
は

�

町
主
体
で

◇
介
護
保
険
事
業
計
画
・�

�

高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
予
防
給
付(

訪

問
介
護
・
通
所
介
護)

か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
様
な
主
体
を
活
用
し
た

地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
月
18
日
ほ
か
３
回

地すべりがとまらない「町道筒地原線」の状況

窓口業務がなくなった松崎駅

常
任
委
員
会
審
議
内
容

◆

◆
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在
宅
介
護
は

�

町
主
体
で

◇
介
護
保
険
事
業
計
画
・�

�

高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
予
防
給
付(

訪

問
介
護
・
通
所
介
護)

か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
様
な
主
体
を
活
用
し
た

地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る

と
報
告
を
受
け
た
。

Ｑ
．
地
域
に
若
い
人
が
い
な

い
の
に
、
地
域
の
サ
ロ
ン
と

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
せ
る

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
す
べ
て
を
サ
ロ
ン
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ま
か
せ
る
の

で
は
な
い
。
国
の
施
策
が
在

宅
に
移
行
し
て
き
て
い
る
以

上
、
町
も
重
点
を
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
要
支
援

１
、２
が
地
域
総
合
事
業
に

移
行
す
る
の
で
、
地
域
の
中

に
出
か
け
る
体
制
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
、
何
が
で
き

る
の
か
が
今
後
の
課
題
だ
と

思
う
。

国
保
会
計
は

�

安
定
す
る
の
か

◇
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道

府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
る
。
被
保
険
者
に

と
っ
て
は
、
保
険
証
が
変
わ

る
以
外
に
大
き
な
変
更
は
な

い
と
報
告
を
受
け
た
。

Ｑ
．
都
道
府
県
が
主
体
と

な
っ
て
国
保
会
計
は
安
定
す

る
の
か
。

Ａ
．
平
成
27
年
度
か
ら
、
国

が
財
源
投
入
す
る
。
国
は
安

定
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
保
険
料
の
徴
収
は
ど
う

な
る
の
か
。

Ａ
．
保
険
料
の
徴
収
は
引
き

続
き
町
が
行
う
。

子
育
て
を
応
援

◇
第
３
子
保
育
料
無
料
化

Ｑ
．
県
は
第
３
子
の
保
育
料

無
料
化
を
発
表
し
た
。
本
町

の
対
応
は
。

Ａ
．
本
町
も
第
３
子
無
料
化

に
向
け
て
協
議
し
て
お
り
、

実
施
す
る
。

保
育
士
の

�

確
保
が
課
題

◇
子
ど
も
・
子
育
て�

�

支
援
事
業
計
画

Ｑ
．
平
成
27
年
度
の
０
歳
児

受
け
入
れ
の
状
況
は
。

Ａ
．地
域
ご
と
に
差
が
あ
り
、

羽
合
、
東
郷
地
域
は
満
員
。

基
準
面
積
か
ら
す
れ
ば
、
泊

地
域
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る

が
、
難
し
い
。

Ｑ
．
０
歳
児
の
保
育
の
受
け

入
れ
体
制
が
足
り
な
い
と
い

う
の
は
、
今
回
と
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
わ
か
っ
た
の
か
。

Ａ
．
去
年
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
伸
び
方
が
急
に
増

え
た
。

Ｑ
．
子
ど
も
を
生
ん
で
ほ
し

い
と
言
っ
て
も
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。
矛
盾
し
て
い
る
。

Ａ
．
家
庭
で
育
て
て
も
ら
え

る
支
援
を
町
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

産
休
が
取
れ
な
い
実
態
も

あ
る
。
保
育
士
の
確
保
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
責
任
を
持
っ
て
受
け
入

れ
た
い
が
、
状
況
判
断
が
難

し
い
。

Ｑ
．
０
歳
児
は
家
庭
で
、
と

は
言
っ
て
も
、実
態
は
違
う
。

Ａ
．
ニ
ー
ズ
確
保
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
月
18
日
ほ
か
３
回

理学療法士を招いてのサロン（原あじさい会）

０歳児の受け入れが整ったまつざきこども園
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上野　昭二	 ①温泉熱発電のリスクは	 13

	 ②ハード事業の専門部署の創設を	 13

松岡　昭博	 ①儲かる農業への取組み推進を	 14

	 ②観光客誘致に向けた取組みは	 14

浜中　武仁	 ①「地域包括支援センター」の強化を	 15

	 ②特定空家対策の推進を	 15

増井　久美	 ①給食費と保育料の無料化を	 16

	 ②地方創生とは何か	 16

米田　強美	 ①中山間地の活性化は	 17

	 ②がん教育とコンビニ健診を	 17
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温
泉
水
を
活
用
し
た
発
電

事
業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
に
お
い
て
、
環

境
に
や
さ
し
い
有
意
義
な
事

業
だ
と
思
う
。

　

今
後
、
先
進
地
の
別
府
市

と
同
様
な
問
題
が
起
こ
る
と

考
え
ら
れ
、
更
に
は
、
利
用

済
み
温
泉
水
が
東
郷
池
に
流

入
す
る
こ
と
で
水
質
変
化
が

心
配
さ
れ
、
更
な
る
問
題
も

危
惧
さ
れ
る
。

　

こ
の
様
な
リ
ス
ク
想
定
を

ど
う
捉
え
、
当
町
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
問

う
。
ま
た
事
業
展
開
は
ど
の

様
な
仕
組
み
と
流
れ
で
推
進

し
て
行
く
の
か
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

現
在
、
休
止
し
て
い
る
４

号
源
泉
、
汲
み
上
げ
量
毎
分

３
１
０
リ
ッ
ト
ル
を
活
用
し

た
「
龍
鳳
閣
」
な
ど
へ
の
事

業
展
開
を
図
る
場
合
は
、
温

泉
量
は
増
加
す
る
。

　

既
存
の
源
泉
を
既
に
許
可

を
受
け
て
い
る
範
囲
で
活
用

す
る
も
の
で
あ
り
、
温
泉
枯

渇
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
と
考
え
る
。

　

余
剰
温
泉
水
の
環
境
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
・
各
家
庭
で
の
活
用
で
あ

れ
ば
下
水
道
に
流
入
す
る
た

め
東
郷
池
へ
の
影
響
は
少
な

い
。

　

温
泉
事
業
・
発
電
事
業
の

総
合
的
な
調
和
を
図
り
な
が

ら
環
境
に
配
慮
し
た
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
必
要
だ

と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
ハ
ー
ド
事
業

は
、
設
計
及
び
工
事
監
理
委

託
な
ど
、
各
種
の
委
託
事
業

を
実
施
、
ま
た
は
行
政
が
直

接
工
事
監
理
し
て
い
る
。
そ

し
て
完
成
時
に
は
、
専
門
知

識
の
乏
し
い
職
員
が
、
検
査

員
と
し
て
書
類
等
の
審
査
や

検
査
の
立
会
い
、
書
類
お
よ

び
構
築
物
の
受
領
を
し
て
い

る
。

　

委
託
先
の
専
門
技
術
者

や
、
工
事
請
負
者
で
は
失
敗

は
起
こ
る
も
の
。
そ
れ
を
事

前
に
見
抜
き
対
策
を
打
つ
の

が
行
政
の
役
割
。

　

町
民
の
付
託
に
応
え
、
損

失
を
防
ぐ
た
め
の
専
門
部
署

を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

ハ
ー
ド
事
業
の
予
算
が
多

く
を
占
め
て
い
た
時
期
に
お

い
て
は
、
技
術
職
員
を
配
置

し
直
営
で
事
業
を
実
施
し
て

い
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
予
算
が
削

減
、
縮
小
し
て
く
る
の
に
従

い
、
外
部
委
託
で
き
る
も
の

は
極
力
委
託
す
る
よ
う
に
努

め
て
き
た
。

　
「
公
益
財
団
法
人
鳥
取
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

建
設
産
業
技
術
支
援
や
研
修

を
実
施
し
て
お
り
、
町
の
職

員
も
参
加
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
、
技
術
者
集
団
の
新

た
な
課
を
創
設
す
る
こ
と
は

不
適
切
だ
と
思
う
が
、
土
木

知
識
の
あ
る
職
員
枠
を
設
け

採
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
み

た
い
。

上野昭二

温
泉
熱
発
電
の
リ
ス
ク
は

環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い

QA

ハ
ー
ド
事
業
の
専
門
部
署
の

創
設
を

創
設
す
る
こ
と
は
不
適
切

QA

温泉熱発電が計画されている第二源泉（龍島）

造成工事が始まった新中学校建設用地（長江）
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米
余
り
の
時
代
で
米
価
が

低
落
し
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
儲
か
る
農
業
に
す
る
た

め
に
、
付
加
価
値
を
付
け
て

高
く
販
売
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
次
の
点
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
問
う
。

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
米
は
、

所
得
向
上
と
東
郷
池
の
水
質

浄
化
の
両
面
か
ら
、
効
果
的

な
方
法
。
積
極
的
に
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

②
本
町
で
は
、
日
本
一
の
二
十

世
紀
梨
を
は
じ
め
、
色
々
な

果
物
が
四
季
を
通
し
て
生
産

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
加
工

し
、
ス
イ
ー
ツ
や
お
土
産
に
積

極
的
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
米
に
取

り
組
む
農
家
は
、
減
っ
て
き

て
い
る
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

米
の
認
証
更
新
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
か
つ
米
価
が
安
い

中
、
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
地
球
環
境
や
消

費
者
に
と
っ
て
は
良
い
こ
と

で
あ
り
、
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
と
経
営
的
に
成
り
立
つ

方
策
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
た

い
。

②
現
在
、13
の
グ
ル
ー
プ
が
、

本
町
産
の
果
物
な
ど
を
使
っ

た
、
36
の
商
品
を
開
発
。
引

き
続
き
、
商
品
開
発
支
援
を

積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
促
進
活

動
に
予
算
を
組
ん
で
い
る
。

　

よ
り
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
。

　

湯
梨
浜
町
は
素
晴
ら
し
い

所
で
あ
る
が
、
全
国
的
に
有

名
な
景
勝
地
は
な
く
、
観
光

地
と
し
て
の
認
知
度
は
十
分

と
は
言
え
な
い
。
次
の
点
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を
問

う
。

①
町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
観

光
客
誘
致
目
標(

平
成
28
年

20
万
人
達
成)

に
向
け
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

②
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
の

２
０
２
０
年
に
訪
日
外
国
人

２
０
０
０
万
人
と
い
う
国
の

目
標
や
境
港
へ
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
状
況
を
踏

ま
え
、
訪
日
外
国
人
の
誘
客

に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

①
関
係
各
機
関
と
連
携
し
た

誘
客
促
進
。
高
速
バ
ス
の
車

体
に
本
町
の
広
告
を
掲
載

し
、
Ｐ
Ｒ
。「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
オ
ー
ク
全
国
大
会
」
の

集
客
や
合
宿
の
誘
致
。「
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
発
祥
地
大
会
」
な
ど
の
町

主
催
の
全
国
大
会
参
加
者
の

宿
泊
支
援
な
ど
を
行
う
。

②
梨
の
花
温
泉
郷
や
県
な
ど

と
連
携
し
誘
客
。

　

町
単
独
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
国
際
化
や
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
観
光
プ
ラ
ン

に
滝
床
料
理
や
、
磯
焼
き
飯

を
入
れ
て
も
ら
う
計
画
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
海
外
の
旅
行
客
が

訪
れ
る
町
に
し
た
い
。

儲
か
る
農
業
へ
の

取
組
み
推
進
を

農
家
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
た
い

QA

松岡昭博

観
光
客
誘
致
に
向
け
た

取
組
み
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
誘
客

QA

集落で取り組むエコファーマー米（方地地区）

ウオーキングを楽しむ海外からの観光客
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４
月
よ
り
、
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

す
る
が
、
本
町
の
介
護
保
険

制
度
の
現
状
と
課
題
は
。

　

今
回
の
制
度
改
定
で
は
、

新
し
い
総
合
事
業
が
目
玉
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
本
町
で

は
平
成
29
年
度
か
ら
と
先
延

ば
し
を
し
た
が
そ
の
理
由
は
。

　

先
延
ば
し
す
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
へ
の
影
響

は
。

　

ま
た
、
新
し
い
総
合
事
業

の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
は
。

　

今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
人
員

も
含
め
た
機
能
強
化
が
必
要

だ
と
思
う
が
対
応
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

本
町
で
は
、
介
護
保
険
の

対
象
者
や
認
定
者
は
増
加
し

て
い
る
。

　

家
族
の
相
互
扶
助
の
機
能

低
下
や
、
老
老
介
護
の
増
加

が
課
題
で
あ
り
、
心
身
と
も

に
健
康
で
生
き
甲
斐
を
持
っ

た
生
活
が
出
来
る
社
会
を
作

る
こ
と
が
重
要
。

　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
が

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
仕
組
み
を

整
え
る
た
め
に
、
平
成
29
年

度
か
ら
実
施
す
る
。

　

介
護
保
険
料
は
、
現
状
と

そ
う
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
人
員
に
つ
い
て
は
、
業
務

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
人

員
確
保
に
努
め
る
。

　

管
理
さ
れ
な
い
で
放
置
さ

れ
る
空
き
家
（
特
定
空
家
）

は
、
建
物
の
老
朽
化
と
破
損

に
よ
る
危
険
性
や
、
地
域
全

体
の
治
安
悪
化
に
つ
な
が
る

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

本
町
で
も
、
条
例
が
昨
年

10
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
が
、

本
町
の
特
定
空
家
の
現
状
と

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
は
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
の
推

進
を
盛
り
込
ん
だ
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法

に
は
市
町
村
の
責
務
も
規
定

さ
れ
、「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
の
作
成
な
ど
の
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
対
応
状

況
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

町
内
の
空
き
家
は
、
平
成

27
年
１
月
現
在
１
１
４
軒
。

う
ち
、
危
険
度
の
高
い
老
朽

危
険
家
屋
等
は
37
軒
あ
る
。

町
の
空
き
家
条
例
制
定
後
、

３
軒
解
体
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
所
有
者
に
適
正
な

維
持
管
理
を
依
頼
し
、
10
軒

か
ら
前
向
き
な
回
答
を
得
て

い
る
。

　
「
空
家
等
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
、
空
き
家
対

策
計
画
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
県
か
ら
の
情
報
提
供

を
待
っ
て
、
策
定
す
る
方
向

で
協
議
を
進
め
た
い
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
強
化
を

人
員
確
保
に
努
め
る

QA

浜中武仁

特
定
空
家
対
策
の
推
進
を

「
空
き
家
等
対
策
計
画
」
の

策
定
を
進
め
た
い

QA

ゆりりん体操で健康維持（町敬老会）

放置される空き家
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子
ど
も
の
貧
困
率
が
厚
生

労
働
省
公
表
に
よ
る
と
平
成

24
年
で
16
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
が
貧
困
に
お
ち
い
っ

て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ

る
。
当
町
で
の
状
況
は
。

　

子
ど
も
を
貧
困
か
ら
守
る

た
め
に
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

せ
め
て
第
２
子
第
３
子
の

減
免
が
で
き
な
い
か
問
う
。

　

ま
た
、
保
育
料
の
第
３
子

の
無
料
化
を
実
施
す
る
と
い

う
方
向
を
出
さ
れ
た
が
、
今

後
保
育
料
無
料
化
を
め
ざ
す

考
え
は
な
い
の
か
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
無

料
化
は
、
県
の
補
助
制
度
の

実
施
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
、
第
３
子
の
無
料
化
を
実

施
す
る
。
第
１
子
、
及
び
第

２
子
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
軽
減
制
度
し
か
考

え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
当
町
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
、
お
お
む
ね
指
標

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
今
後

も
各
種
支
援
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

学
校
給
食
費
の
滞
納
は
、

１
９
８
万
円
も
あ
り
、
各
関

係
部
署
が
定
期
的
に
家
庭
訪

問
し
、
徴
収
に
取
り
組
ん
で

い
る
。　

　

経
済
的
理
由
か
ら
、
給
食

が
食
べ
ら
れ
な
い
事
態
と
な

ら
な
い
よ
う
、
第
１
子
か
ら

で
も
就
学
援
助
で
き
る
制
度

で
対
応
し
て
い
る
。

　

日
本
中
が
地
方
創
生
で
わ

い
て
い
る
が
、
中
央
が
補
助

金
を
出
し
地
方
を
動
か
し
て

い
く
と
い
う
方
式
は
過
去
に

何
度
も
行
わ
れ
た
。

　

か
つ
て
は
「
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
」
が
あ
り
、
各
市
町

村
に
対
し
１
億
円
が
交
付
さ

れ
た
が
、
こ
の
事
業
の
結
末

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
市
町
村
合
併
を
国

が
指
導
し
、
合
併
特
例
債
が

使
え
る
と
誘
導
し
た
。
10
年

が
経
過
し
検
証
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　

今
回
、
地
方
創
生
で
事
業

が
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
本
当
に
町
の
活
性
化

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う

取
り
組
む
の
か
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

元
気
な
地
方
と
い
う
意
味

で
は
、
地
方
再
生
と
言
っ
て

も
良
い
と
思
う
。
少
子
化
を

防
ぐ
た
め
に
、
総
合
戦
略
を

つ
く
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
手
法
を
使
い
、
事
業
を
検

証
す
る
の
が
特
徴
的
。

　

当
町
で
は
、
町
民
の
意
見

を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、
現
状

を
点
検
し
、
必
要
な
施
策
を

検
討
す
る
。

　

今
後
の
検
討
の
中
で
、
従

前
か
ら
の
各
種
施
策
の
ほ
か

に
、
第
１
次
産
業
へ
の
新
規

就
労
者
の
確
保
や
、
雇
用
の

場
の
確
保
に
つ
い
て
、
戦
略

を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い
。

※
増
井
議
員
は
こ
の
ほ
か
に
、

「
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

給
食
費
と
保
育
料
の
無
料
化
を

第
３
子
か
ら
保
育
料
無
料

QA

増井久美

地
方
創
生
と
は
何
か

地
方
再
生
と
言
っ
て
も
良
い

QA

名残りおしむ花見保育所

「ふるさと創生事業」で建設された馬ノ山展望台
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地
方
創
生
の
総
合
戦
略
の

ひ
と
つ
に
、
基
幹
と
な
る
集

落
に
、
機
能
、
サ
ー
ビ
ス
を
集

約
化
し
、
周
辺
集
落
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
「
小

さ
い
拠
点
」
が
あ
る
。
町
長

の
所
見
は
。
ま
た
、
基
幹
と

周
辺
集
落
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　

鳥
取
県
は
、
就
農
支
援
に

よ
る
移
住
定
住
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
湯
梨
浜
町
に
呼
び
込
む

戦
略
は
あ
る
か
。
ま
た
、
後

継
者
の
育
成
に
ど
う
取
り
組

む
か
。
そ
の
対
策
に
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
利
用
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

施
設
の
集
約
は
相
互
利
用

に
よ
る
相
乗
効
果
も
あ
り
、

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

る
。し
か
し
、「
だ
れ
が
」「
ど

の
よ
う
に
」し
て
い
く
の
か
、

今
後
、
実
施
可
能
か
研
究
し

て
み
た
い
。

　

就
農
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
町
独
自
の
支
援
策
は
、
現

時
点
で
は
な
い
。
今
後
、
総

合
戦
略
の
中
に
新
規
就
農
者

を
呼
び
込
む
戦
略
を
加
え
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
移
住

定
住
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
つ

な
げ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

が
ん
の
死
亡
者
数
が
増
え

続
け
て
い
る
の
は
、
先
進
国

で
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
「
が
ん

に
関
す
る
教
育
」
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
、
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

医
療
専
門
家
や
闘
病
経
験

者
を
招
い
て
の
授
業
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　

生
活
習
慣
病
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
自
治
体
と
コ
ン
ビ

ニ
が
連
携
し
、
健
康
診
断
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

他
市
で
行
わ
れ
て
い
る
コ

ン
ビ
ニ
健
診
は
、
健
康
診
査

と
、
肺
が
ん
等
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
比
較
的

簡
単
に
受
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
町
は
胃
が
ん

等
、
全
て
の
健
診
を
受
け
ら

れ
る
体
制
に
あ
り
、
実
施
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
受
診
率
の
低
い
若

年
層
へ
働
き
か
け
る
た
め
に

も
、
課
題
と
し
て
取
り
組
み

た
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

小
・
中
学
校
と
も
授
業
で

喫
煙
と
が
ん
の
関
係
を
指
導

し
て
い
る
。
が
ん
の
検
診
の

受
診
率
が
低
い
が
、
学
校
教

育
の
成
果
が
受
診
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
県
が

進
め
て
い
る
「
出
張
が
ん
予

防
教
室
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

中
山
間
地
の
活
性
化
は

新
規
就
農
者
を
呼
び
込
む

QA

米田強美

が
ん
教
育
と
コ
ン
ビ
ニ
健
診
を

「
出
張
が
ん
予
防
教
室
」
で
学
習

QA

バジル水耕栽培に取り組む（樋口農園）

水中健康教室（龍鳳閣）
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【新中学校建設】
Q　安心安全な通学路の確保をしてほしい。県、警
察等とも協議し早急に進めてもらいたい。

A　防犯灯など区長、地元の理解を得ながら進める
ことになる。できるところは取り組みます。

Q　廃校になった跡地の利用も一緒に進められたら
どうか。それを並行して進めるくらいのスピー
ド感を持たないといけない。

A　統合後の問題について、論議はまだやっていな
い。貴重なご意見として、お聴きする。

Q　PTAとしては場所も決まったとあれば、いい
スタートがきれるよう見守りたい。駐車場の問
題が一番の心配。通学路、歩道の整備、街灯設
置、信号機等も考えてほしい。

A　駐車場の問題については、教育長とも話をして
いる。執行部と教育委員会の方で一つ一つの問
題の精査を始めていると聞いている。

【陸上養殖事業】
Q　業者決定段階で地元には説明して同意を得たい
と広告の中身の条件になっていたが、全く説明
がなかった。なぜ、説明の場を設けなかったのか。

A　公募の結果、２社の応募があった。説明は港区
長及び園区長に、泊総区へは各区長及び役員に
対し実施した。

【敬老会】
Q　体育館でシートに直接座り足が痛く、イスも少
ない。これでは参加者は少ないので考えられる
べき。

A　以前は１か所に集めて開催したこともあるが遠
くて大変。今は地区ごとでした方が出やすいと

いうことで３地区になった。行政とすぐにでも
協議し、来年にはどうするかということを協議
していきたい。

【各種スポーツ大会】
Q　団体戦ばかり。合併前は、例えば卓球なら親子
ダブルス等など、楽しいスポーツの時間が送れ
た。

A　教育委員会と精査しながら、今後取り組んでい
きたい。

【アロハホール利用料】
Q　使用料を減額して、利用者は増えたのか。利用
者が少ないから使用料を減らす発想は貧弱でな
いのかと思う。

A　JA、鳥取県、高校等へのダイレクトメールや
セールスにより微増している。即効性はないが、
徐々に浸透することを期待している。

バドミントン大会で熱戦

ゆりはま議会　　第 46 号　　18PB　　ゆりはま議会　　第 46 号

　第45号で掲載しきれなかった意見交換内容を
報告します。出席者の皆様から、たくさんのご意
見、ご提言をいただき、ありがとうございました。

　今年も開催を計画しています。期日等が決まり
ましたら、お知らせします。いっしょに語り合い
ましょう！

「住民と議会の意見交換会」を開催しました。

◆ 会場でのQ&A ◆
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件　　　　名 請願・陳情者 審査結果

「治安維持法犠牲者国家賠償法」の制定を求め
る意見書提出の請願

治安維持法犠牲者国家賠償
要求同盟　鳥取県本部
� 会長　保田睦美

採択
(意見書提出)

集団的自衛権関連法案を国会に提出しないよう
求める請願書

憲法改悪反対
鳥取県共同センター
� 代表　田中　暁

継続審査

湯梨浜町商工会羽合支所及び長瀬地区公民館の
無償譲渡について

湯梨浜町商工会
� 会長　中島　守
長瀬十区区長会
� 代表区長　信原和裕
長瀬地区公民館
� 館長　井坂正昭

継続審査

最低保障年金制度の実現を求める陳情
全日本年金者組合鳥取県本部
� 中部支部長　平井　隆

不採択

地方自治法第124条以下及び国会法第79条以下
並びに請願法について、日本国憲法第16条の請
願権規定の趣旨に合致する形での改正を求める
意見書の提出を求める陳情

� 足羽佑太 不採択

中学校で使用する歴史・公民教科書の採択基準
に関する陳情

教育を考える鳥取県民の会
� 会長　河合鎭徳

不採択

教科書採択改善のために、総合教育会議(設置)
の準備に関する陳情について

教育を考える鳥取県民の会
� 会長　河合鎭徳

不採択

◎意見書提出となっているものについては、議員発議で政府に意見書を提出しました。

陳 情 審 査請 願 ・
３月定例会において常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

　平成26年度鳥取県町村議会広報コンクールにおいて、平成26
年５月１日発行の「ゆりはま議会」(第42号)が最優秀写真賞を受
賞しました。
　審査講評においては、「季節感が出ている」、「湯梨浜らしさの
いい写真」、「構図も良くいい写真」という評価をいただきました。
　２月18日の表彰式には、浜中議会広報常任委員会委員長が出
席し、表彰状と楯をいただきました。

「ゆりはま議会42号」の表紙写真が
県の議会広報コンクールで最優秀写真賞を受賞しました

「ゆりはま議会42号」の表紙写真が
県の議会広報コンクールで最優秀写真賞を受賞しました
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町民インタビュー

　
昨
日
ま
で「
さ
ぶ
い
・

さ
ぶ
い
」
と
言
っ
て
い

た
の
が
、
今
日
は
「
あ

つ
い
・
あ
つ
い
」
と
感

じ
、
季
節
が
一
気
に
冬

か
ら
夏
に
走
り
抜
け
る

感
じ
が
す
る
が
、
草
木

は
確
実
に
春
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
季
節
、
人
は
桜

ば
か
り
を
仰
ぎ
見
が
ち

だ
が
、
か
が
ん
で
見
れ

ば
、
ス
ミ
レ
・
タ
ン
ポ

ポ
等
、
路
傍
の
野
草
も
、

春
到
来
を
告
げ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
「
ひ
と

雨
ご
と
に
」
成
長
し
て

行
く
で
あ
ろ
う
。

　
今
の
時
代
に
生
き
て

い
る
子
ど
も
達
が
、
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
願
う

の
は
筆
者
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
。

�

（
記
　
浦
木
）

広
報
常
任
委
員
会

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

編
集

・
発

行
／

鳥
取

県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

議
会

　
　

〒
682-0723　

鳥
取

県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

大
字

久
留

19番
地

１
　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）3697／
E-m

ail：
ygikai@

yuriham
a.jp／

http://w
w

w
.yuriham

a.jp/

議会の傍聴をお気軽に
☎　35-5341　　FAX　35-3697　　メール　ygikai@yurihama.jp

あなたの声をお待ちしています。

　私がチームで運営している「たみ」
は、松崎駅から徒歩３分のところにあ
る元国鉄寮を活用した素泊まり宿とカ
フェです。2012年にオープンして早く
も３年が経ちます。松崎では、トライ
アスロン、水郷祭や二十世紀梨の収穫、
三八市や祭りなどの他にも小さな出来
事があり、ようやく町の流れに沿った
運営に慣れてきたかな？　と感じてい
ます。

　そんな中、「たみ」を通じて、この町
を知り、暮らし始める人たちも増えて
きました。大学を卒業して働き始める
人、転職をした人、自分のお店を作る人、
家族と暮らす人など、松崎に来た理由
は十人十色にあります。この地で生ま
れ育った多くの方々からすれば、想像
もつかない理由かもしれません。けれ
ども、松崎という環境でチャレンジし
たいことがあって、暮らし始めている
のは確かなことです。その実現は時間
がかかったり、目に見えにくいものだっ
たりしますが、結果的にこの松崎に還
すことができるのは、「たみ」をやって
きて少しずつわかってきました。
　新しい春がやってきて、今年もこの
町でさまざまな出来事が起こることで
しょう。そんな出来事を新たな出会い
として受け止め、楽しんでいきたいと
思います。

蛇
じゃ

谷
たに

りえさん（旭）

「松崎という環境でチャレンジ」

昔ながらの風情を残す松崎商店街
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